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毎月第3日曜日は

家庭の日です

子どもとつとめて

話しあいましょう。

で
の
山
納
幣
即
別
問
中
に
執
行
さ
れ

る
予
定
で
す
。

補
正
さ
れ
た
投
資
的
引
業
刀
お
む

な
も
の
は
、
一
品
川
淵
柄
処
刑
以
引
業
に
七

百
八
十
五
万
円
、
京
都
中
体
行
郎
雄

引以内
H

追
加
分
一
山
万
円
、

ぃ川
梨
柄
事
業

地
元
角
川
合
二
円
日
卜
五
万
円
、
大

町
幼
稚
悶
合
改
造
仁
引
間
十
万
円
な

ど
迫
加
さ
れ
ま
し
た
d

ま
た
、
委
託

造
林
ポ
業
三
門
六
十
凶
万
円
、
庁
舎

建
設
資

一
千
問
円
十
一
万
円
、
市
首

住
宅
建
設
資
百
九
万
円
、
都
市

計
画
事
業
伐

一
下
卜
問
万
円
、

災
腎
復
旧
事
業
政
八
十
四
刀
円

失
対
事
業
間
二
十
万
円
な
ど
が

減
額
さ
れ
ま
し
た
。

一

私
た
ち
の
市
の
財
政
が
、
ど
の
よ
う
に
運
附
さ
れ
、
羽
配
ど
の
よ

…

う
な
事
的
に
あ
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
二
同
財
政
状

一
況
を
公
主
し
て
お
り
ま
す
。

一

今
川
は
、
何
年
1
月
か
ら

3
月
ま
で
財
政
状
況
を
中
心
に
お
知
ら

一

せ
し
、
み
な
さ
ん
の
ご
開
併
と
い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

一
す。

事援

間
如
何
叫
作
小
川
は
の
判
初
予
算
は
、
十

一
心
一七
千
二
円
六
十
.
五
万
円
で
し
た

が
、
補
助
命
や
起
似
の
決
定
な
ど
に

と
も
な
い
、
3
月
ま
で
に
九
州
補
正

さ
れ
ま
し
た
。
乙
の
た
め
予
算
総
額

は
十
三
郎
三
千

μ
山
五
万
九
千
円
と

な
り
ま
し
た
む

i翠市

八
歳
入
の
状
況

V

順

調

に

収

入

3
月
末
現
任
の
収
入
所
額
は
、
十

似
七
千
二一
十
七
万
四
千
円
で
、
ゃ
く

八

0
・
二
官
の
収
入
一
部
を
示
し
て
い

ま
す
。
い
ち
ば
ん
大
き
い
も
の
は
市

税
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
っ
て
、
九
六

・
七
が
れ
に
あ
た
る

四
惚
二
千
六
丙
八
十
万
九
千
円
が
収

入
ず
み
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か

に
つ
い
て
も
順
調
に
収
入
さ
れ
て
い

ま
す
。

津魚一一 (1 )一一一 43.8. 15 (臨時噌刊)

八
歳
出
の
状
況

V

支
出
割
合
八
四
折

3
月
末
現
在
で
十
一
億
二
千
五
百

二
十
五
万
五
千
円
が
支
出
さ
れ、

予

算
額
に
対
す
る
支
出
割
合
は
、
八
四

・
三
官
と
な
っ

て
い
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
、災
害
復
旧
費
、衛

生
費
な
ど
支
出
割
合
が
低
い
の
は
、

未
払
い
の
も
の
が
あ
り
、

5
月
末
ま

告
示
第
二
十
四
号

魚
津
市
財
政
状
況
の
公
表
に
関

す
る
条
例
付
則
第
三
号
の
規
定

に
よ
っ
て
財
政
状
況
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

昭
和
刊
年
8
月
1
日

魚
津
市
長
高
野
宗
雄

八

一
時
借
入
金

V

年
度
内
の
資
金
不
足
を
お
ぎ

な
う
た
め
、
政
府
資
金
や
市
中

銀
行
な
ど
か
ら
短
期
間
の
資
金

融
資
を
う
け
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
一
時
借
入
金
は

3
月
末
現

れ
で
一
応

一
千
五
円
万
円
あ
り
ま

す
。
乙
れ
は
科
印
刷
引
業
自
の
支
払
い

に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

八
市

債
V 

一
川
れ
入
金
の
ほ
か
、
学
校
を
建

て
る
な
ど
、
出
で
大
き
な
建
設
事
業

を
行
な
う
際
に
は
、

一
附
に
多
傾
の

お
合
が
必
裂
に
な

っ
て
き
ま
す
。
こ

の
た
め
凶
な
ど
か
ら
お
金
を
借
り
て

引
業
を
す
す
め
ま
す
。
乙
れ
を
市
債

と
い
い
、
長
い
間
に
少
し
ず
つ
返
し

て
い
き
ま
す
。

乙
の
い
巾
仰
の

3
月
末
に
お
け
る
現

化
問
は
、
七
惚
三
千
百
三
十
八
万
六

千
円
で
、
昨
年
同
則
よ
り
や
く
四
千

三
円
万
円
ふ
え
て
お
り
ま
す
。
乙
の

市
偵
は
、
市
民
一
人
あ
た
り
一
万
五

区 分 |予算額|収入額 |収入割合|

市 税 441.5千2円61 426.8千0l9q96796 

臨時地方財政交付金 8651 8651 1 00. 0 
地方 交付税 158.371 158.875 100.3 
分担金負担金 38.370 32.370 84.4 
使用料手数料 33.453 33.376 99.8 
国庫支出金 246.346 202.343 82.1 

県 支 出 金 77.243 46.431 60.1 
財 産 収 入 48.680 7.560 15.5 
寄 付 金 5.848 5.908 101.0 

繰 越 金 89.212 89.212 100.0 
諸 i民 入 21.845 23.525 107.7 
市 {武 173.300 43.100 24.9 
ムιz 1. 335.059 1.070.374 80.2 

4 2年度収支状況
歳 入

42年度特別会計収支状況

千

5.1 
5: 

千
五
百
三
十

一
円、

一

位
川
あ
た
り
六
万
七
千

一一一
川
七
十
七
円
の
仇
判

別
代
と
な
り
ま
す
。

山
山
の
使
い
み
ち

は
、
土
木
似
が
い
ち
ば

ん
多
く
、
ゃ
く

一
一応

円
、
つ
い
で
総
務
似
の

一
応
七
千
バ
円
八
十
万

円
、
教
育
仙
の

一
郎
四

千
間
百
円
十
万
川
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

15.0 
56.1 
90.8 

業
二
千
八
百
四
十
二
万
じ

千
円
で
す
。

一

八
国
民
健
康
保
険
事
業
〉

一

3
月
ポ
に
お
け
る
加
入
者
は
二
万

一
千
八
十
七
人
、
五
千
七
百
五
十
七

位
柿
で
す
。
予
算
額
に
対
す
る
収
入

割
合
は
九
五
折
、
支
出
制
A
n
は
八
四

杭
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
位
年
度
の

保
険
税
の
見
積
額
は
七
千
百
三
万
円

一

で
、
被
保
険
者
一
人
あ
た
り
の
負
担

-

傾
は
三
千
三
円
六
十
九
円
、
一
世
市

あ
た
り
一
万
二
千
三
円
一一一
十
九
円
と

な
り
ま
す
。

下
水
道
、
簡
易
水
道
、

国
民
健
版
保
険
、
以
来
共

済
副
業
以
ど
の
特
別
会
計

を
あ
わ
せ
た
ほ
終
予
算
額

は
、
二
悩
三
千
二
百
十
八

万
円
四
千
円
と
な
り
ま
し

た。
各
事
業
会
計
川
の
予
算

総
傾
は
、

マ
下
水
道
引
業
五
百
六
十

万
七
千
円

マ
簡
易
水
道

一

引
業
二
百
二
十
四
万
六
千
一

円
マ
岡
民
健
康
保
険
事

一

栄
一
応
九
千
五
百
九
十
万

一

凶
千
円

マ
股
業
共
済
計

一一

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
よ
う

と
、
続
出
地
区
の
三
十
五
歳
以
上
の
人

2.040 
994 
11.843 

99.9 
83.0 
87.3 

13.608 
1.472 
11.389 

13.610 
1.773 
13.044 

成
人
病
予
防
に
一
役

経
国
で
総
合
健
康
診
断

八
市
民
の
負
担
状
況

V

般
会
計
に
お
り
る
市
民
の
円
以
担

状
況
は
、
次
の
と
お
り
。

ま
ず
予
釘
総
額
十
三
億
三
千
五
百

五
万
円
に
対
す
る
市
民
一
人
あ
た
り

の
角
川
訓
合
は
二
万
八
千
三
百
五
十

円
と
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
直
接
負
担
さ
れ
て
い

る
市
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
予
算
額

四
惚
四
千
百
五
十
二
万
円
で
す
か

ら
、

一
人
あ
た
り
九
千
三
百
七
十
六

円、

一
世
柿
あ
た
り
四
万
六
百
七
十

区 分 |予算額|支出額|支出割合

議 会 費 20.6千8円81 19.6千9円895.2% 

総 務 費 259.890 240.896 92.7 

民 生 費 148.200 124.700 84.1 

衛 生 費 42.367 30.904 72.9 
労 仰j 費 42.037 39.062 92.9 
農林水産業費 135.791 88.321 65.0 
商 工 費 28.898 25.101 86.9 I 

土 木 費 301.350 244.721 81. 2 
消 防 費 34.309 32.341 94.3 
教 育 費 191.231 162.833 85.1 
災害復 旧 費 25.251 14.228 56.3 
公 債 費 103.620 102.328 98.8 
諸 支 出 金 927 122 13.2 

~ 計 1.335.059 1.125.255 84.3 

出歳

阿
川
の
別
人
け
と
な
り
ま
す
。

市
税
の
内
訳
は
、

同
定
資
産
税

一
億
九
、
五
三
五
万
円

山
民
杭
一
位
七
、

O
四
三
万
円

た
ば
乙
消
白
税
四
、
五
二二

万
円

一

氾
一
気
ガ
ス
税
二
、
三

O
三
万
円

-

粍

日

動

市

税

六

O
O
万
円

そ

の

他

の

税

一

四

O
万
円

固定資産4吃
勾/lf9内

八
市

有

財

産

V

お
庖
の
繁
栄
の
た
め

一企
業
診
断
浩
一必
謀
、
そ

日
山
県
中
小
企
業
総
合
指
導
所
で

一

は
、

「
企
業
診
断
」
を
無
料
で
行
な

一

っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
企
業
の
長
所
や
短
所
を

一

十
分
知
り
、
経
営
の
合
理
化
の
糸
円

市
宵
財
産
は
、
土
地
三
十
七
万
二

千
四
百
五
十
二
平
方

M
、
建
物
十
万

四
千
三
百
二
十
六
平
方

M
、
有

券
九
百
五
十
一
万
円
な
ど
、
次

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

〈
有
側
証
券

V

マ
株
券
H
二
百
五
万
五

千
円

マ
社
債
券
リ
七
百
四
十

五
万
五
千
円

マ
国
債
証
券
日
一
千
円

マ
合
計
H
九
百
五
十
一

万
一
千
円

〈
そ
の
他
〉

マ
出
資
に
よ
る
権
利
H

三
百
九
十
三
万
円

マ
貸
付
金
H
四
百
六
十

二
万
一
千
円

マ
魚
津
市
築
堤
事
業
基

金
H
三
十
万
円

区 分 地|建 物

本 庁 ~ 
平1方O〆，ー16ト8斤 平方8メ，戸13ト8ル

消 防 施 設 840 1.288 
その他の行政施設 1.414 
寸，u.<. 校 関 係 115.096 54.383 
公 蛍 住 宅 94.358 22.349 
0. 、‘ 園 17.801 
その他の公共施設 84.465 12.162 
山 林 19.353 
貸 イ寸 9.489 1.686 
そ 0) イ山 20.882 2.906 
βI:::::J 、 372.452 104.326 

物建地土

6
月
定
例
市
議

一

会
に
お
い
て
、
財

一

政
状
況
の
作
成
と

↑

公
安
に
関
す
る
条
例
が
改
正
さ
れ

一

て、

4
t
9
月
の
卜
.
半
期
の
財
政
事

-

的
に
つ
い
て
は
ロ
月
末
ま
で
に
、
叩

一

i
3月
の
下
半
期
は
6
月
末
ま
で
に

市
広
報
に
よ
っ
て
公
表
す
る
こ
と
に

一

な
り
ま
し
た
。

川
町
年
ロ
バ
ま
で
の
分
は
、

4
月
1
一

日
発
行
の
市
広
報
で
す
で
に
発
支
し

一

て
あ
り
ま
す
の
で
、
今
年
一
院
に
か
ぎ

一

り
、
1
1
3
月
分
に
つ
い
て
、

8
月

一

末
ま
で
に
公
泌
す
る
乙
と
に
な
り
ま

一

し
た
。

-

を
対
象
に

8
月
1
J
2
H続
出
小
学
校

で
総
合
促
凶
診
断
を
ψ

詳
細
し
ま
し
た
。

一

レ
ン
ト
ゲ
ン
似
服
、
問
診
、
検
以
、
身

体
測
定
、
医
師
に
よ
る
診
伐
と
肌
圧
測

定
な
ど
、
一
人
一
人
に
つ
い
て
く
わ
し

く
検
査
さ
れ
ま
し
た
が
、
二
日
間
で
や

く
八
円
五
十
人
が
交

一

検
し
ま
し
た
リ

一

と
の
う
ち
和
的
検

在
を
安
す
る
人
が
二

口
人
も
あ
り
ま
し
た

の
で
、
7
i
8
Hに

心
氾
閃
や
似
氏
検
任

な
ど
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
(
写
真
H
経
川
地

区
の
成
人
病
予
防
の

総
合
検
診
)

「
く
み
取
り
申
込
書
」

二

提
出
さ
れ
な
い
と
く
み
取

二

り
計
画
に
は
い
り
ま
せ
ん

9
月
1
日
か
ら
一
般
家
庭
の
し
尿

の
く
み
取
り
料
金
は
、

一
人
あ
た
り

六
十
円
、

一
回
く
み
取
り
ご
と
に
五

十
円
、
事
業
所
な
ど
は
十
八
似
あ
た

り
二
十
六
円
と
な
り
ま
す
。

さ
き
に
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布

し
ま
し
た

「
く
み
取
り
申
込
書
」
は

年
一
回
以
上
く
み
取
り
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
乙
の
申
込
書
を
提
出
さ
れ
な
い

と
、
水
洗
便
所
や
自
家
処
理
と
し
て

収
集
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
お
忘
れ
な
く
提
出
願
い
ま
す
。

若きと正義感、を治安の

警察官募集

以
で
は
併
w
民
自
を
説

集
し
て
い
ま
す
。
受
験

資
格
は
昭
和
凶
作
4
月

2
H
i
m年
4
川
!
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
山
子

で
、
来
年
3
川
刈
校
・
卒

業
口
見
込
み
の
人
は
、
附

和
お
年
4
月
1
川
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

身
長
H
百
六
十
今
以

上
、
体

E
H
五
十
鈴
以

上
、
協
力
H
似
似

0
・

六
以
上
(
き
ょ
正

了
。

以
上
の
も
の
は
楳
似

0
・
一
以
上
)
、

学
力
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
…
川
校
卒
業

程
度
の
学
方
試
験
を
行
な
い
ま
す
。

受
験
市
望
者
は
、

9
月
間
け
ま
で

以
人
引
委
員
会
、
県
桝
本
部
併
務
課

魚
津
特
w
段
取
引
、
派
出
所
な
ど
へ
山
・込

古
を
民
出
し
て
く
だ
さ
い
。
知
一
次

試
験
は

9
月
山
口
、
中
部
一
川
、
一
川
附

刊
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

ために・
日
以
の
夜
明
を
い
ろ
ど
る

た

て

も

ん

祭

り

一品
訪
抑
制
の
た
て
も
ん
絞
り
は

7
1
8
U
の
位
、
峨
大
に
行
な
わ

れ
、
た
て
も
ん
山
ハ
地
と
み
こ
し
が

く
り
川
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
参
打

者
や
見
物
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

漁
船
を
形
ど
っ
た
た
て
も
ん

は
、
数
十
の
ち
ょ
ち
ん
で
飾
り
つ

け
ら
れ
、

υ
l
プ
で

境
内
や
海
作
を
ひ
き

ま
わ
さ
れ
ま
し
た
。

航
海
の
安
会
と
大
漁

を
折
っ
て
、
一
以
の
夜

空
を
…誠
華
な
ち
よ
ち

ん
の
光
で
い
ろ
ど
ら

れ
ま
し
た
。

(
写
真
H
に
ぎ
わ
っ

た
た
て
も
ん
祭
り
)

相
談
日
に
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
市
政
に
対
す
る
と
要
望
や
ど

意
見
な
ど
を
直
接
市
長
が
お
聞
き

し
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る
と
と
に

毎
月

3
の
日
は

市

長

の

市

民

相

談

日

で

す

な
っ
て
い
ま
す
。

乙
の
相
談
日
は
毎
月、

3
-
m

-n日
の
午
前
叩
時
か
ら
正
午
ま

で
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ー
今
月
の
納
税
あ
ん
な
い

l

市

県

民

税

讐

Z
期
八
万

納
期
限
は
8
月
幻
日
で
す



(2 ) 

水道局では、昭和142年10

せします。

での42年度下、1';則分の水道

月 1日から431f3 )-:]311Jま

事業会計の慨耐を公点さし

ましたので、つぎにおしら

43. 8. 15 〈臨時増l!D

位
年
皮
下
半
期
に
実
施
し
た
水
道

引
業
の
お
も
な
も
の
は
、
①
口
以
近
住

宅
が
ふ
え
て
い
る
上
村
木
、
本
一
川
地

内
の
国
道
八
サ
線
ぞ
い
と
、
県
道
島

尻
金
屋
線
歩
道
に
配
水
管
を
布
設
し

た
こ
と
①
胤
山
橋
が
永
久
橋
に
な

っ
た
の
で
、
添
加
米
金
具
を
取
り
付
け

た
こ
と
①
そ
の
ほ
か
漏
水
防
止
作

業
と
し
て
、
山
内
口
八
十
か
所
の
配

水
刊
の
修
理
を
し
た
こ
と
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
J

理主

り
h
人
円
九

〆
し

，U
Al

‘，吋
J
IH

報

川
九
年
度
下
半
期
の
試
算
去
に
よ
れ

ば
、
資
ぃ
此
制
定
で
は
、
トυ形
間
定
資

一
政
な
ど
九
百
バ
十
八
万
川
が
ふ
え
、

い
っ
ぽ
う
ね
似

・
資
本
財
定
で
は
、

一
川
附
入
金
な
ど
三
円
八
万
円
の
増

加
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
小し
ん
し
引

き
ま
す
と
六
一
円
五
十
万
円
の
資
・
雌
が

企
業
内
に
流
入
し
た
と
と
に
な
り
ま

す。
ま
た
、
旧
制
倍
以
文
(
別
友
l
)
で
は

こ
の
則
問
中
、
水
道
使
川
料
な
ど
二

千
円
川
十
四
万
円
の
収
倍
が
あ
り
、

乙
れ
に
対
し
、
給
水
資
、
人
件
費
、

総
係
自
な
ど
一
千
四
百
九
十
四
万
円

の
費
用
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
先
し
引
き
、
六
百
五
十
万
円
が
純

利
怖
と
な
り
、
こ
れ
は
仰
向
一
品
川
制
定
に

振
り
桝
え
ら
れ
ま
し
た
。

3
月
末
に
お
け
る
水
道
事
業
の
残

l怠?管3寧魚一一一 一一第3種郵便物認可一一一一一ー
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、!v、内J、〆、《ν、P相、

前
勘
定
は
、
資
産
お
よ
び
角
川
似

・
資

本
の
合
計
が
そ
れ
ぞ
れ
二
悩
阿
百
六

十
七
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

内
訳
次
の
と
お
り
〆。

lt!l9.107h円
1.360万円
2t世0.467万円

562)jl'l 
lt直9.142)j円
1 tf!3.890MJ 
7631l[1J 
211i0.467巧ItJ

資産の音1¥

回定資産

流動資産

資本 ・負債の百1¥

流動向偵

資本合

(内企業凶)

剰余金

配
水
符
延
長
千
百

M
の

布
設
な
ど

下
半
期
の
拡
張
工
事

3
川
ま
で
に
山
氏
施
さ
れ
た
水
辺
拡

張
の
た
め
の
配
水
管

布
設
工
事
に
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
、
大
体

3μ
ぶ
ま

h
磁
場
必

で
に
完
了
し
て
お
り
品
担
調
翻
誼
量

ま
す
。

4
1
d
j
a
'

マ
同
道
八
号
線
配
水

F
J
・J
U
4
1
1
.
L
J
J
.
¥

炉
し
引

Z
u
-
-キ
ォ

.

、

一
父
完
点
か
ら
僻
同
町
川

署
前
ま
で
延
長
七

百
六
十
八
M
に
け

任
二
百
五
十
ミ
リ
配
水
刊
を
正
伐

七
百
九
十
四
万
円
で
布
設
。

マ
県
道
品
川
合
屋
線
歩
泊
に
配
水
科
い

布
設
H
徹
川
町
内
小
宮
横
か
ら
本
、
江
削
脚
本
'

泊
延
長
二
百
.
五

M
に
H
任
ニ
ド
ハ
.h

十
ミ
リ
配
水
符
を
工
費
九
十
二
万

円
で
布
設
。

マ
…
胤
山
橋
添
加
民
金
具
取
り
付
け
H
東

山
椅
が
永
久
柿
に
烈
け
替
え
さ
れ

た
の
で
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
延

長
円
五
十
一

M
に
わ
た
り
、
配
水

符
添
加
出
金
具
と
釣
り
合
只
各
二
十

個
を
二
十
八
万
円
で
取
り
付
け
。

業

務

の

状

況

九
十
八
戸
ふ
え
る

3
川
末
に
お
け
る
給
水
人
口
は
、

二
万
六
千
七
十
七
人
、
給
水
戸
数
五
一

千
内
十
九
一

μ
で
、
上
半
期
の

9
月
末

一

よ
り
人
叫
で
二
百
八
十
四
人
、
一μ
数

一

で
九
十
八

μ
そ
れ
ぞ
れ
ふ
え
て
お
り

一

ま
す
。

一

下
半
則
に
水
源
地
か
ら
川
さ
れ
た

一

水
の
は
-は
百
五
十
二
万
立
方

M
で、

上
半
期
に
く
ら
べ
る
と
三
十
一
万
立

一

万
M
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
各
家
低
で
使
わ
れ
た
水
は
、
五
十

五
万
立
方

M
で
、
有
収
不
は
三
六
折

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
日

一
人
あ
た
り
の
給
水
品
は
、

両
三
十
五
協
で
、
乙
れ
は
一

・
八
似

び
ん
(
一
升
び
ん
)
七
十
五
本
の
水

を
使
っ
て
い
る
計
怖
が
に
な
り
ま
す
。

給
水
原
側
は
一
立
万
M
あ
た
り
十

八
円
八
十
銭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下
半
期
中
に
、
布
設
さ
れ
た
配
水

管
の
延
長
は
千
百
二
十
四

M
で
、

こ
れ
ま
で
に
布
設
さ
れ
た
配
水
管
の

総
延
長
は
六
十
凶
践
に
な
り
ま
し

た
。
(
写
真
上
H
国
道
八
サ
縦
の
配

水
管
布
設
工
事
)

:ゆくえのわからない人はありませんか?

相談所ひらく

間
利
お
年
か
ら

現
在
ま
で
、
以
内

で
身
元
の
わ
か
ら

な
い
死
体
が
八
十

九
人
も
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
全
国

で
は
一
万
九
千
二

百
三
十
六
人
に
も

の
ぼ
っ
て
い
ま

す
u

こ
の
中
の
大

部
分
は
、
家
川
や

そ
の
ほ
か
の
事
情

で
、
家
族
に
も
引

き
取
ら
れ
ず
、
無

縁
仏
と
な
っ
て
さ

び
し
く
眠
っ
て
い

ま
す
。峰山
民
で
は
、
み

るお人 と合まよ界の|斗はす
とこきのそ定ですう人人際 、 。乙
こと 、?，しめは。ど椛々 jilim~ T と ?:;.::~:t~:':::::1ジ
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年

度
水

道

事

業

経

営

方

針

間
利
目
年
度
か
ら
山
い
に
施
し
て
い
る

釦
一
次
弘
.
強
引
業
計
副
の
継
続
と
し

て
、
今
年
度
は
一
日
あ
た
り
六
千
ト

ン
の
補
則
水
源
を
用
設
す
る
ほ
か
、

ゃ
く
二
千
五
百

M
の
配
水
門
の
布
設

を
計
阿
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
改
良
事
業
と
し
て
、
陥
川
別
配

点
管
の
市
川
以
降
え
五
円
M
、
川
押
水
管

の
継
下
補
修
一
千
灯
、
不
感
メ

ー
タ

ー
出
七
ド
リ
九
卜
一
九
州
の
・
以
り
伴
え
な

ら
び
に
二
円
五
十
一μ
の
新
設
給
氷
が

見
込
ま
れ
ま
し
た
。

昭
和
川
町
年
皮
決
昨
日川
込
み
で
は
、

給
水
収
慌
の
地
加
と
、
経
常
の
A
n
即

化
と
相
ま
っ
て
、
収
術
的
収
支
に
お

い
て
い
ハ
円
二
十
九
万
川
の
純
利
怖
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
何
年
度

は
、
話
純
白
の
節
減
や
人
員
削
加
を

問
え
る
な
ど
し
て
、
給
水
効
ギ
の
向

仁
を
は
か
る
刈
針
で
す
。

予
算
の
あ
ら
ま
し

れ事
紛ては 41
JJくし1 、f王
子iま次!史
数すのの
は。よ JIく
11: ろ泊
千な 'Jc
i'i も業
二;σ〉σ〉
十がお
)-I ，lIも
を IlfI[な
予さ{J:

43tj:!St資本n"J収支

43年度収益的収支

定
し
、
年
間
の
総
給
木
川
を
百
八
十

七
万
立

H
Mと
し
、

一
日
平
均
給
水

間
一
五
千
百
二
十

aM
M
M
を
比
込
ん
で

い
ま
す
u

ま
た
、
お
も
な
必
設
改
此
引
業
資

一
千
七
円
六
万
川
を
予
定
し
て
い
ま

す。
|予問

1 .000 
400 
1.400 

193 
1，556 
841 
2.590 

分区

て」拾得は す市けなてれ
くを得年 、もこ 11汀11¥い巾た
だ I打者月ごしと村をこ 11汀と
さ役の日 I(II政にに受と村き
い }i)r宮-と倒流な II日けに長は
。問名場で物り会たなへ 、

I~ .jl~ }好もなまし市つ間;]<
Aく印 な物どす 、町 てけ慨
Pftしど {'IニJfT 。所村おな J欣 一

課たを名わ 有でりけ誰役 jjfA
へ「記 ;れ ;('fはまれw川流海
射 J台)長官iた を 、すばにを物や
IU得し ーtbfJ易 さ的。なよ折や川
しIdi、十台什 が rl~ 届らつわ沈で

一一寸 H¥仰杏昇の
930 1 --，. v、円..J

f 官官| お問い合わせ
議郵IIll 

員 集ぷ:1 みなさんのご家低にお届
雪 号f山| けした郵便需日的iこのって
霊 祭間市| いない地域の郵{!1!帯サは、
事 良 | 次の方法でお問い合わせく
型 v、 | ださい。
直樹] H~ - ~~;17~ z lLl l b郵似周の窓11や切手売
二L一一一一l りさばきiiJeには、全同lt反
がそなえつけーられ、!t'で同の孫りが調べら

れるようになっていますn

t> !1i単位でお問い合わセになるときは、郵便
料金は無料です。乙の場合、富山部使局

に案内係がありますので、封筒の京而に、

_I '.~Jのようにお71}きのうえ、お差し 1L'，し
ください。係ではさっそく郵便帯号を記

入してお返しします。なお、照会j日紙に

は、 !f~~便孫号記入欄を設けておいてくだ

さい。

t>m話でお問い合わせになるときは、2局
0300苔へおかげ願います。

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、家
山
、ゆ

く
え
不
明
の
人、

あ
る
い
は
不
幸
な

-

無
縁
仏
の
'川
河
町
り
を
.
人
で
も
多
く

一

苑
凡
す
る
た
め
に
、
相
談
所
を
附
ぷ

す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

一

家
出
、
ゆ
く
え
不
別
に
な
っ
て
い

↑

る
家
族
や
知
人
を
お
傑
し
の
人
は
、

-

近
く
の
併
燃
や
相
談
所
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。
件
・
採
取
引
や
相
談
所
で
は
、写

真
門
似
を
準
備
し
て
み
な
さ
ん
か
ら

川
相
談
を
受
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

八
州
談
所
開
設
円
〉

8
刀
幻
自

(
水
)
日
魚
津
警
察
署

グ

幻

日

日
制
波
件
察
署

hv
m
l
幻
日

H
日
間
瞥
祭
署

h
q
m
l
m
U
H円
前
山
併
祭
寓

8
月
中
日
以
何
本
部
鑑
識
梨
(
，
w
wmm
一

将
の
相
談
日
除
く
)

-

つ会

ー

9
月
は
宮
野
山
公
園

l

9
月
の
少
乙
う
会
は
、
山
一…

部
市
川
野
山
公
凶
ま
で
行
き

ま
す
u

参
加
希
望
者
は
午
前

8
w
m分
ま
で
巾
食
を
お
持

ち
の
う
え
、
市
山
鉄
創
刊
駅
前

一

へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ス
は
、
氾
鉄
魚
開
駅
午
前
8
一

時
位
分
発
の
沼
市
で
収
井
駅
ま
で
来

『

車
、
w
似
井
駅
l
白
川
野
山
公
凶
間
住
復

一

ゃ
く
十
キ
ロ
を
渉
く
こ
と
に
な

っ
て
一

い
ま
す
。

一

Jl二 〉
タム」漂

流
物
を
拾
わ
れ
た

と
き
は
届
け
出
を

rl!いのる り{壬臼，
しま受乙まま給与
込すけと た すで
みの{、「がい 。も手
くでけでろ 月当
だ、はきん 、Il:な
さ市いまな 長jど
い役っす技 四百1・
0 所で。術 万算
市も受も ーす
凶行験身 千る
Ij~! な希に 円と J

へつ望つ と ピ

おて者け な初
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国
を
さ
さ
え
る
若
い
力

日

衛

官

募

集

開
制
や
什
術
官
は
、
国
の
平
和
を

-

γ
る
の
が
任
務
で
す
。
創
作
正
し
い

同
体
生
前
の
な
か
で
、
広
い
知
識
と

技
術
を
身
に
つ
け
、
り
っ
ぱ
な
人
間

一

と
し
て
成
.
公
し
て
い
き
ま
す
。

臼
術
り
の
待
遇
は
、
国
家
公
務

μ

で
、
衣
食
住
が
支
給
さ
れ
、
本
体
、

曲川
M

-

，
az 

一一
一同…どい一

関

e

一

青
年
議
会
ひ
ら
く

市
連
合
青
年
間
で
は
、
政
治
学
習
の

一
つ
と
し
て
、
市
政
に
つ
い
て
認
識
を

深
め
よ
う
と
、
行
年
議
員
三
十
名
を
選

び
、
7
月
お
日
市
議
場
で
、
は
じ
め
て

組
の
織
議
会
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。

乙
の
日
、
二
十
夕
刊
の
青
年
議
員
が
川

町
し
、
議
長
に
谷
口
逸
夫
む
を
選
ん
だ

ほ
か
、
副
議
長
、
常
任
委
員
長
な
ど
を

き
め
、
乙
の
あ
と
、
市
長
か
ら
刊
年
一
位

市
政
方
針
を
き
き
ま
し
た
。
同
議
員
ら

は
、
各
安

μ会
に
わ
か
れ
、
予
訴
を
中

心
に
市
政
に
つ
い
て
勉
強
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

内
職
相
談
コ

ー
ナ
ー
は
、
毎

迎

μ
・水
・金
附
円
の
三
日
間
、

(
午
前
9
附
か
ら
午
後
3
附
ま

内
職
の
こ
と
な
ら

内
職
相
談
コ
ー
ナ
ー
へ

で
)
市
役
所
商
工
水
産
課
で
ひ

ら
か
れ
て
い
ま
す
。
内
臓
を
希

些
さ
れ
る
人
は
、
法
服
な
く
と

相
談
く
だ
さ
い
。

夜
間
割
り
引
き
を

ご
存
じ
で
す
か

マ
・・・市
外
通
話
料
金
が
夜
間
割
り
引
き

と
な
る
の
は
、
午
後
8
時
以
後
で
、

金
沢
以
西
、
能
生
以
取
の
六
十
キ
ロ

M
以
上
の
と
こ
ろ
で
す
。
(
直
接
ダ

イ
ヤ
戸
で
お
か
け
に
な
っ
て
も
割
り

引
き
さ
れ
ま
す
)

マ:・
富
山
県
内
、
糸
的
川
付
近
、
七
地

な
ど
近
い
と
こ
ろ
は
、
割
り
引
き
に

な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
な
る
べ
く
午
後

8
川
前
の
混
み
作
っ
て
い
な
い
と
き

に
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

H

設
備
近
代
化
資
金
あ
っ
旋
H

県
で
は
、
中
小
企
業
設
備
近

代
化
資
余
を
あ
っ
肱
し
て
お
り

ま
す
。
貸
し
付
け
希
望
将
は
、

9
凡
5
円
ま
で
市
役
所
商
工
水

陀
諜
へ
お
巾
し
込
み
を
。


